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平成２９年第４回定例会  代表質問  

蛭田  浩文議員（未来民進ちば） 

（消防局総務部人事課）  

（答弁）  

次に、消防の職場におけるハラスメントの防止対策につ

いてお答えします。  

まず、パワーハラスメント防止に向けた取り組みについて

ですが、  

消防は、災害現場で安全、確実、迅速な部隊行動を遂行す

るため、指揮命令系統を明確にする階級が存在し、厳格な規

律の保持が求められております。このことから、一般に、階級

の上下関係がある消防の職場では、指導が行き過ぎることに

より、パワーハラスメントにつながりかねないおそれがある

と懸念されております。  

本市では、平成２８年１２月に全国の消防本部における

パワーハラスメント事例をまとめた「職場のパワーハラスメ

ント事例集」を作成し、全ての所属に配布して注意喚起を図

ったほか、相談窓口を設けて職員からの相談を受けることが

できる体制を確保しております。  

また、本年７月にはパワーハラスメントを含めた各種ハラ

神谷副市長答弁  

質問１１  消防行政について  

（１）消防の職場におけるハラスメントの防止対策について 

 ア  パワーハラスメント防止に向けた取り組みについ

て  
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スメント防止の徹底を図るため、管理監督者を対象にハラス

メント防止に係る研修を実施した他、消防局長から全所属宛

てにハラスメント防止宣言を通知し、ハラスメントに対する

意識の向上及び風通しのよい働きやすい職場環境づくりに努

めるよう周知したところであります。  

今後は、自らの行動を振り返るためのセルフチェックの導

入や実態調査のためのアンケートの実施などについて、更に

検討を進めて参ります。  
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（消防局総務部人事課）  

（答弁）  

次に、セクシュアル・ハラスメント等の防止に向けた取り組

みについてですが、  

本年１月の男女雇用機会均等法改正に伴い、従来のセクシュ

アル・ハラスメントの防止措置の他、新たに妊娠・出産・育児

休業等に関するハラスメントについても防止措置を講じること

が義務付けられたところです。  

消防局では、男性職員の割合が高い現状を踏まえ、セクシュ

アル・ハラスメント防止対策及び妊娠・出産・育児休業等に関

するハラスメント防止対策を、特に意を用いて進めており、本

年７月に実施したハラスメント防止に係る研修では、これらの

ハラスメント防止について、管理監督者に対して特に徹底を図

っております。  

さらに、子育て中の女性職員が安心して勤務することができ

る職場環境を確保するため、女性職員も相談員となっている

「セクシュアル・ハラスメント及び妊娠・出産・育児又は介護

に関するハラスメント苦情相談窓口」を設け、周知を図ってお

ります。  

ハラスメントは、個人の人格を侵害し、職場環境を悪化させ、

質問１１  消防行政について  
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業務の遂行に支障をきたす許されない行為であることから、今

後も、継続してハラスメント防止対策を講じて参ります。  

 

以上でございます。  
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（教育委員会生涯学習部文化財課）  

（答弁）  

次に、加曽利貝塚についてお答えします。  

まず、特別史跡の指定にともなう取組み状況についてですが、 

特別史跡指定の話題性を効果的に活用し、知名度や集客力向上に

つなげていくことは市民の誇りや愛着の醸成を目指す上で

大変重要であると考えております。  

こ れ ま でＪ Ｒ車 両 の ラッ ピン グ や 千葉 都市 モ ノ レー ル の

記 念 フ リ ー 切 符 、 記 念 フ レ ー ム 切 手 、 赤 い 羽 根 共 同 募 金

クオカード等の記念グッズを販売するなど、企業等からご協力も

いただきながら多様な広告、ＰＲ活動を行っております。  

また、縄文秋まつりや特別史跡指定記念シンポジウムでは、

本市ならではの縄文体験や縄文グルメなどの提供も行いました。 

今後も引続き、加曽利貝塚の魅力と可能性を広く発信する

ことで、縄文時代の景観と人々の暮らしを体感できる史跡を

目指すとともに、多くの人が集い、地域交流の中核を担う拠点と

なるよう、効果的なＰＲや注目度の高いイベントを開催して

参ります。

教育長答弁  
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（教育委員会生涯学習部文化財課）  

（答弁）  

次に、発掘調査の現状と今後の調査研究の取組みについて

ですが、  

現在、発掘調査は、南貝塚の北東、６２５平方メートルの

範囲で行っております。ここは昭和３９年の発掘調査の際に

縄文時代晩期の住居跡が確認された場所であり、加曽利貝塚の

集落がどのように終焉を迎えたのかを知る上で重要であると

考えていることから、文化庁の許可を得た上で、今回、調査区域

として設定したものです。  

現在までに、縄文時代晩期の集落跡や精巧な彫刻が施された

耳 飾 り な ど 珍 し い も の が 発 見 さ れ て お り 、 詳 細 は 今 後 の

整理作業の成果を待つこととなります。  

なお、発掘調査期間中、その様子を、ホームページで発信する

とともに、新たな発見についても随時発信して参ります。  

また、今回、現地では説明会を実施したほか、掘り出した土の

ふるい掛け体験など、見学者が発掘に親しめる機会も設けた

ところです。

今 後 、 この よう な 学 術的 な発 掘 調 査を 継続 し 、 そこ か ら

教育長答弁  

質問１１  教育行政について  

（１）加曽利貝塚ついて  

イ 発掘調査の現状と今後の調査研究の取組みについて 
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得られる新たな発見や研究成果等を効果的に発信していくことで、

縄文文化と貝塚の性格を究明し、調査研究の成果を世界に

発信していく拠点となるよう取り組んで参ります。  

 

 


